
いちごドリルプリント

室町時代 名前

問1 日明貿易において、日本が輸出した品目とその背景について述べた文として、正しいものはどれですか。当時の貿易品の流れを整理して考えな
さい。 （2021年 京都府公立入試 類似）

1. 日本は火薬の原料となる硫黄や、
鉱物資源である銅、工芸品の刀剣な
どを輸出し、明側の需要に応えた。

2. 日本は仏教の経典を輸出し、外交
上の優位性を保つために明の皇帝か
ら大量の生糸を無償で受け取った。

3. 日本は大量の銀を輸出することで
、明からキリスト教の教典やガラス
製品などの西欧文化を輸入した。

4. 日本は国内で生産が余っていた綿
織物を輸出し、その対価として明か
ら金や香料を輸入した。

問2 日本の古代から中世にかけて成立した書物について述べた文として、時代順に正しく並んでいるものはどれですか。 （2018年 東京都公立入試 類似）

1. 枕草子 → 日本書紀 → 風姿花伝
→ 蒙古襲来絵詞

2. 枕草子 → 風姿花伝 → 日本書紀
→ 蒙古襲来絵詞

3. 日本書紀 → 枕草子 →
蒙古襲来絵詞 → 風姿花伝

4. 日本書紀 → 蒙古襲来絵詞 →
枕草子 → 風姿花伝

問3 15世紀、北山・中山・南山の三つの勢力（三山）が対立していた沖縄本島を統一し、首里を都とする琉球王国を建国した人物は誰ですか。
（2023年 和歌山県公立入試 類似）

1. 足利義満 2. 山田長政 3. 尚巴志 4. 北条時宗

問4 室町時代に足利義満によって始められた勘合貿易において、現在の大阪府にある堺とともに貿易の拠点として繁栄した、九州北部の港町はどこ
か。 （2017年 北海道公立入試 類似）

1. 博多 2. 兵庫 3. 長崎 4. 平戸

問5 中世の有力な港町に関する記述として、外交上の重要な拠点となり、貿易による経済的な富を背景に有力な商人が自ら町を運営する力を蓄えた
「自治都市」の説明として最も適切なものはどれか。 （2021年 奈良県公立入試 類似）

1. 石山本願寺を中心として門前町が
形成され、一向一揆の政治的・軍事
的な拠点となった。

2. 元軍の再来に備えるため、博多湾
の沿岸に大規模な石の防塁が築かれ
た。

3. 堺の豪商たちは会合衆と呼ばれ、
合議制によって行政や裁判などの町
政を自主的に担った。

4. 蝦夷地のアイヌ民族との交易を独
占的に行い、アイヌ文化と和人文化
の接点となった。

問6 室町時代の農村の様子や自治組織について説明した文として、最も適切なものはどれか。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 農民たちは自衛のために武装し、
寄合での決定に基づいて団結して行
動した。

2. 商工業者が結成した「座」が、農
村における年貢の徴収業務を独占し
た。

3. 自治の進展により、農民たちは「
能」などの伝統芸能に関わることを
禁じられた。

4. 幕府が任命した地頭が、寄合を主
宰して村の掟を作成させた。

問7 室町幕府の8代将軍である足利義政が担い手となった東山文化の建築的特徴について、当時の社会背景や文化の流れを踏まえた説明として最も適
切なものを次の中から選びなさい。 （2025年 大阪府公立入試 類似）

1. 禅僧の住居の様式が武家などの邸
宅に取り入れられ、畳や床の間、付
け書院を備えた書院造が確立した。

2. 鎌倉時代に中国から伝わった大仏
様（天竺様）と呼ばれる技法により
、重厚な屋根を支える力強い建築が
寺院で広まった。

3. 平安時代の貴族が権力を誇示する
ために、大きな池を中心に複数の建
物を廊下でつなげた様式が主流とな
った。

4. 南蛮貿易によるキリスト教やヨー
ロッパ文化の影響を強く受け、洋風
の意匠を取り入れた豪華な建築が普
及した。

問8 室町幕府の3代将軍である足利義満が、明との貿易を開始した際に導入された制度について説明します。当時、東アジアの沿岸部で活動していた
海賊（倭寇）と、正式な貿易船を区別するために用いられた「合い札」の名称として正しいものを、次のうちから選びなさい。 （2016年

鹿児島県公立入試 類似）

1. 朱印状 2. 往来手形 3. 奉書 4. 勘合

問9 室町時代に、足利義満などの権力者から保護を受けて発展した文化について述べた文章として正しいものはどれですか。京都で発生した応仁の
乱の時期よりも前から、伝統的な芸術として確立されていたものを選択してください。 （2022年 佐賀県公立入試 類似）

1. 菱川師宣によって、町人の風俗を
描く浮世絵の技法が確立された。

2. 出雲の阿国が始めた歌舞伎踊りが
、都市の町人の間で流行した。

3. 観阿弥・世阿弥の親子によって、
歌や舞を中心とした能（能楽）が大
成された。

4. 近松門左衛門らによって、義理人
情を描いた人形浄瑠璃の脚本が数多
く書かれた。

問10 室町時代の政治と文化についてまとめた資料において、京都の北山に建てられた寺院の建築様式が「一層は寝殿造、二・三層は禅宗様（仏殿造
）を組み合わせ、全体に金箔を貼った豪華なつくり」であると説明されています。この建築物と、それに関連する人物の組み合わせとして正し
いものを選びなさい。 （2017年 山形県公立入試 類似）

1. 金閣 ― 足利義満 2. 銀閣 ― 足利義政 3. 銀閣 ― 足利義満 4. 金閣 ― 足利義政

問11 13世紀後半に発生した元寇（モンゴル帝国の侵攻）が、その後の鎌倉幕府の衰退につながった理由として、最も適切な説明はどれですか。
（2024年 鳥取県公立入試 類似）

1. 元と結んだ南京条約により、幕府
の外交権が剥奪されたため

2. 防衛戦であったため恩賞として与
える土地が不足し、御家人の不満が
高まったため

3. 日明貿易の主導権を巡って、足利
氏と北条氏が激しく対立したため

4. 遣唐使の派遣を継続するために、
農民に重い税を課しすぎて一揆が起
きたため

問12 室町幕府の三代将軍である足利義満が、明との間で始めた貿易において、当時、東シナ海などで略奪行為を行っていた海賊（倭寇）と、幕府が
認めた正式な貿易船を厳格に区別するために用いられた符札の名称を答えなさい。 （2019年 和歌山県公立入試 類似）

1. 朱印状 2. 割符 3. 御教書 4. 勘合

問13 室町幕府が勘合（勘合符）を用いてまで、明との貿易を管理・継続した経済的な目的として、貿易品の特徴から推察される理由を次の中から選
びなさい。 （2021年 京都府公立入試 類似）

1. 明から輸入される綿織物が国内の
武士の軍服として不可欠であり、幕
府がその流通を独占して権威を高め
るため。

2. 国内で貨幣を鋳造する技術や体制
が整っていなかったため、明から輸
入した銅銭を国内に流通させる必要
があったから。

3. 明の皇帝から贈られる生糸や陶磁
器をすべて寺社に寄進し、宗教勢力
を幕府の支配下に置くための手段と
していたから。

4. 国内の銅や硫黄の生産量が過剰に
なり、それらを処分するために明を
唯一の廃棄先として利用していたか
ら。
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

日本は火薬の原料となる硫黄や、鉱物資源で
ある銅、工芸品の刀剣などを輸出し、明側の
需要に応えた。

日本側からの主な輸出品は、硫黄、銅、刀剣などでした。硫黄は中国において火薬の原料とし
て、刀剣は実用的な武器としてだけでなく美術品としても高く評価されていました。銀が日本
の主要な輸出物となるのは石見銀山などの開発が進む16世紀以降であり、日明貿易の全盛期と
は時期が異なります。また、綿織物は後の時代に朝鮮半島などから伝わるもので、この時期の
主要な輸出品ではありません。

問2 答え 3
日本書紀 → 枕草子 → 蒙古襲来絵詞 →
風姿花伝

奈良時代に律令国家の正当性を示すために『日本書紀』が編纂されました。その後、平安時代
の中期に清少納言によって宮廷生活を綴った『枕草子』が書かれました。鎌倉時代には、元寇
での自らの活躍を記録させた『蒙古襲来絵詞』が登場し、室町時代に入ると世阿弥が能の理論
を『風姿花伝』としてまとめました。このように、各時代の社会情勢や文化の担い手を反映し
た順序で成立しています。

問3 答え 3
尚巴志

1429年に中山の勢力であった尚巴志が、北山と南山を滅ぼして沖縄本島を初めて統一しまし
た。これにより、首里城を政治・文化の中心とする琉球王国が成立し、以後約450年間にわた
り独自の国家として存続することになりました。

問4 答え 1
博多

勘合貿易（日明貿易）において、遣明船の発着拠点として特に重要な役割を果たしたのは博多
（福岡県）と堺（大阪府）である。博多は古くから大陸との交流の窓口であり、室町時代には
年行司と呼ばれる豪商たちによる自治が行われていた。長崎や平戸が貿易港として本格的に発
展するのは、後の南蛮貿易や江戸時代の貿易においてである。兵庫（大輪田泊）は、平清盛に
よる日宋貿易の拠点として知られる。

問5 答え 3
堺の豪商たちは会合衆と呼ばれ、合議制によ
って行政や裁判などの町政を自主的に担った
。

堺は和泉国（現在の大阪府）に位置する港町で、日明貿易やその後の南蛮貿易の拠点として莫
大な富が蓄積されました。その経済力を背景に、領主の支配を強く受けるのではなく、有力な
商人（会合衆）が自分たちで町のルールを決め、運営を行う仕組みを持っていました。他の選
択肢にある「一向一揆の拠点」は石山（大坂）、「アイヌとの交易」は北海道方面、「防塁」
は元寇の際のものであり、自治都市としての堺の特徴とは異なります。

問6 答え 1
農民たちは自衛のために武装し、寄合での決
定に基づいて団結して行動した。

室町時代の惣村では、農民が自立して村を管理したため、自分たちの権利を守るために武装し
て土一揆（つちいっき）を起こすこともありました。この時期には、観阿弥・世阿弥による「
能」が完成されるなど、文化が民衆の間にも広まりを見せていました。幕府や地頭が主導して
寄合や掟が作られたわけではなく、農民による自律的な動きであった点が重要です。

問7 答え 1
禅僧の住居の様式が武家などの邸宅に取り入
れられ、畳や床の間、付け書院を備えた書院
造が確立した。

足利義政が造営した慈照寺東求堂同仁斎などは、書院造の先駆けとして知られています。この
様式は、室町時代に広まった禅宗の質素で精神的な美しさを尊ぶ価値観が、武家の生活空間と
融合して生まれたものです。平安時代の寝殿造が開放的な空間であったのに対し、書院造は畳
を敷き詰めて部屋を仕切るなど、現代の日本住宅につながる機能性と美意識を持っています。

問8 答え 4
勘合

足利義満は明の皇帝から日本国王として認められ、日明貿易を開始しました。この貿易では、
倭寇という海賊集団による密貿易や略奪を防ぐため、「勘合」と呼ばれる帳簿と照らし合わせ
る合い札が使用されました。これにより、正式な許可を得た船だけが貿易を行うことができま
した。なお、朱印状はのちの安土桃山時代から江戸時代初期にかけての海外渡航許可証を指し
ます。

問9 答え 3
観阿弥・世阿弥の親子によって、歌や舞を中
心とした能（能楽）が大成された。

室町時代の北山文化の時期に、観阿弥・世阿弥の親子がそれまでの猿楽などを洗練させ、「能
」として大成させました。選択肢にある歌舞伎や人形浄瑠璃、浮世絵はいずれも江戸時代に発
展した町人文化（元禄文化や化政文化）の特徴であり、時代背景が異なります。

問1
0

答え 1
金閣 ― 足利義満

京都の北山に金閣を建立したのは第3代将軍の足利義満です。金閣は公家の文化と武家の文化
が融合した北山文化の象徴です。一方、第8代将軍の足利義政は京都の東山に銀閣を建立し、
こちらは簡素で深い味わいのある東山文化を代表する建築物となりました。人物と場所、文化
の名称を正しく区別することが重要です。

問1
1

答え 2
防衛戦であったため恩賞として与える土地が
不足し、御家人の不満が高まったため

元寇は外国からの侵略を退ける防衛戦であったため、幕府は新たに獲得した土地がありません
でした。そのため、多大な軍費を負担して戦った御家人たちに十分な恩賞（土地）を与えるこ
とができず、彼らの生活が困窮して幕府への信頼が失われていきました。

問1
2

答え 4
勘合

足利義満は明の皇帝から日本国王として認められ、日明貿易を開始しました。当時、沿岸部を
荒らす倭寇の存在が国際問題となっており、明側からその取り締まりを強く求められていまし
た。そこで、中央に「本」という文字などが書かれた紙を左右半分に切り、日本側と明側でそ
れぞれ保管し、入港時にそれらを照合することで、正式な貿易船であることを証明する仕組み
が導入されました。

問1
3

答え 2
国内で貨幣を鋳造する技術や体制が整ってい
なかったため、明から輸入した銅銭を国内に
流通させる必要があったから。

日明貿易の大きな特徴の一つは、日本が「銅銭」を大量に輸入していた点にあります。当時の
日本国内では、平安時代末期から続く貨幣経済の進展に対し、自前で信頼性の高い貨幣を鋳造
する体制が不十分でした。そのため、幕府は明との貿易を通じて得た銅銭を国内の決済手段と
して活用し、経済の安定と拡大を図りました。これが、倭寇（海賊）と区別するための勘合を
用いてまで貿易を独占・管理した重要な経済的動機です。


